
必修
選択

継続保健看護教育Ⅰ(2)

保健看護と研究Ⅰ(2)

保健看護管理・教育特論Ⅰ(2)

保健看護管理演習(2)

保健看護管理実習(4)

保健看護教育演習(2)

保健看護教育実習(4)

保健看護管理・教育特別研究Ⅰ(8)

又は保健看護管理・教育課題研究(8)

地域・精神保健看護特論Ⅰ(2) 実践精神看護特論Ⅰ(2)

地域保健看護演習(2) 実践精神看護特論Ⅱ(2)

地域保健看護実習(4) 実践精神看護特論Ⅲ(2)

精神保健看護演習(2) 実践精神看護特論Ⅳ(2)

精神保健看護実習(4) 実践精神看護演習Ⅰ(2)

地域・精神保健看護特別研究Ⅰ(8) 実践精神看護演習Ⅱ(2)

又は地域・精神保健看護課題研究(8) 実践精神看護実習Ⅰ(4)

実践精神看護実習Ⅱ(2)

実践精神看護課題研究(2)

母性・小児保健看護特論Ⅰ(2) 実践小児看護特論Ⅰ(2) 実践小児看護実習Ⅰ(2)

母性保健看護演習(2) 実践小児看護特論Ⅱ(2) 実践小児看護実習Ⅱ(4)

母性保健看護実習(4) 実践小児看護特論Ⅲ(2) 実践小児看護実習Ⅲ(4)

小児保健看護演習(2) 実践小児看護特論Ⅳ(2) 実践小児看護課題研究(2)

小児保健看護実習(4) 実践小児看護特論Ⅴ(2)

母性・小児保健看護特別研究Ⅰ(8) 実践小児看護演習Ⅰ(2)

又は母性・小児保健看護課題研究(8) 実践小児看護演習Ⅱ(2)

成人･老年保健看護特論Ⅰ(2) 実践がん看護特論Ⅰ(2) 実践慢性看護特論Ⅰ(2) 実践老年看護特論Ⅰ(2)

成人保健看護演習(2) 実践がん看護特論Ⅱ(2) 実践慢性看護特論Ⅱ(2) 実践老年看護特論Ⅱ(2)

成人保健看護実習(4) 実践がん看護特論Ⅲ(2) 実践慢性看護特論Ⅲ(2) 実践老年看護特論Ⅲ(2)

老年保健看護演習(2) 実践がん看護特論Ⅳ(2) 実践慢性看護特論Ⅳ(2) 実践老年看護特論Ⅳ(2)

老年保健看護実習(4) 実践がん看護演習Ⅰ(2) 実践慢性看護演習Ⅰ(2) 実践老年看護演習Ⅰ(2)

成人･老年保健看護特別研究Ⅰ(8) 実践がん看護演習Ⅱ(2) 実践慢性看護演習Ⅱ(2) 実践老年看護演習Ⅱ(2)

又は成人・老年保健看護課題研究(8) 実践がん看護実習Ⅰ(4) 実践慢性看護実習Ⅰ(4) 実践老年看護実習Ⅰ(4)

実践がん看護実習Ⅱ(2) 実践慢性看護実習Ⅱ(2) 実践老年看護実習Ⅱ(2)

実践がん看護課題研究(2) 実践慢性看護課題研究(2) 実践老年看護課題研究(2)

新領域保健看護特論Ⅰ(2)

新領域保健看護演習(2)

新領域保健看護実習(4)

新領域保健看護特別研究Ⅰ(8)

又は新領域保健看護課題研究(8)

島嶼保健看護特論Ⅰ(2) 実践島嶼保健看護特論Ⅰ(2) 実践島嶼保健看護演習Ⅰ(2)

島嶼保健看護演習(2) 実践島嶼保健看護特論Ⅱ(2) 実践島嶼保健看護演習Ⅱ(2)

島嶼保健看護実習(4) 実践島嶼保健看護特論Ⅲ(2) 実践島嶼保健看護実習(10)

島嶼保健看護特別研究Ⅰ(8) 実践島嶼保健看護特論Ⅳ(3) 実践島嶼保健看護課題研究(2)

又は島嶼保健看護課題研究(8) 実践島嶼保健看護特論Ⅴ(2)

実践島嶼保健看護特論Ⅵ(2)

実践島嶼保健看護特論Ⅶ(2)

生涯人間発達学(2) 地域文化看護論(2) 看護管理・政策(2)※1 保健看護と研究Ⅰ(量的研究)(2)

生体機能とリスク(2) 保健看護政策(2)※1 実践臨床薬理学(2)※2 保健看護と研究Ⅰ(質的研究)(2)

疫学と保健統計Ⅰ(2) 看護倫理(2)※1 実践ヘルスアセスメント(2)※2

ヘルスプロモーション･健康教育Ⅰ(2) 看護コンサルテーション論(2)※1実践臨床病態生理学(2)※2

保健看護情報(2) 看護管理(2)※1 医療の質保証と安全管理(2)

注1）

注2)

注3)

コア科目、及び選択科目の内、※1印の科目は、26単位教育課程基準による専門看護師教育課程の共通科目です。
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選択科目

修了要件：博士前期課程を修了するために修得すべき単位数は30単位以上である。
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コア科目、選択科目の、※1印の「看護倫理」「看護コンサルテーション論」「看護管理・政策」及び※2の科目は、38単位教育課程基準による専門看
護師教育課程の共通科目です。

専修学校等修了者で特別研究Ⅰ履修希望者は学部の科目を10単位以上履修する必要があります。

科　　目　　名　　（単位）

　教育科目の構成―博士前期課程

選択科目は、各保健看護特論Ⅰ又は課題研究を履修する者は10単位以上履修しなければなりません。

実践(精神、慢性、老年、がん)看護特論Ⅰ～Ⅳ、実践(精神、慢性、老年、がん)看護演習Ⅰ～Ⅱ、実践(精神、慢性、老年、がん)看護実習Ⅰ～Ⅱの科
目は、26単位教育課程基準による専門看護師(精神看護、慢性看護、老年看護、がん看護)教育課程の専門看護分野別の専攻教育課程科目です。

実践(小児)看護特論Ⅰ～Ⅴ、実践(小児)看護演習Ⅰ～Ⅱ、実践(小児)看護実習Ⅰ～Ⅲの科目は、38単位教育課程基準による専門看護師(小児看護)教育
課程の専門看護分野別の専攻教育課程科目です。
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なお、専門看護師及び専門看護師教育課程については別紙3を参照してください。

［内訳:コア科目4単位、分野必修科目16単位又は20単位、選択科目10単位又は6単位以上］


